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『
病
後
児
保
育
室
す
こ
や
か
』
が
移
転
し
ま
す

　
●

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
保
育
係
（
　
☎
㉓
２
１
７
４
）

↑市民活動支援センターは、市役所
　本館の道向かいにあります

　
病
気
回
復
期
の
児
童
が
い
る
保

護
者
の
子
育
て
を
支
援
す
る
た
め

の
『
病
後
児
保
育
室
す
こ
や
か
』

が
、
４
月
１
日
か
ら
、
伊
万
里
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
建

物
内
に
移
転
し
ま
す
。

　
登
録
申
請
、
利
用
予
約
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
子
育
て

支
援
課
保
育
係
で
行
い
ま
す
。

◆
こ
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
ま
す

▽
風
邪
や
慢
性
疾
患
（
ぜ
ん
息
な

ど
）
が
治
り
か
け
で
は
あ
る
が
、

ま
だ
保
育
園
や
学
校
に
行
か
せ

る
こ
と
が
困
難
な
と
き

▽
は
し
か
や
水
ぼ
う
そ
う
、
お
た

ふ
く
風
邪
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
感
染
症
の
回
復
期
で

　
は
あ
る
が
、
ま
だ
登
園
（
校
）

の
許
可
が
出
な
い
と
き

※
皮
膚
科
や
耳
鼻
科
、
外
科
関
連

の
病
後
児
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
38
度
以
上
の
発
熱
や
激
し
い
腹

痛
、
頻
繁
に
起
こ
る
下
痢
・
嘔

吐
な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き

は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

◆
対
　
象

　
市
内
に
居
住
す
る
１
歳
〜
小
学

校
３
年
生
の
児
童

※
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。

◆
定
　
員

　
２
人
（
申
込
順
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

◆
利
用
料
（
児
童
１
人
当
た
り
）

　
１
時
間
２
０
０
円

開所日時開所日時
月〜金曜日

午前８時〜午後５時 30 分

※次の日を除く

▷祝　日

▷夏季（８月 13 日〜 15 日）

▷年末年始（12 月 29 日〜１月

　３日）

休
日
保
育
の
実
施
場
所
を
変
更
し
ま
す

　
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
緊
急
に
育

児
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
に

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
休
日

保
育
』
の
実
施
場
所
が
、
４
月
１

日
か
ら
、
大
坪
保
育
園
に
変
わ
り

ま
す
。

　
登
録
・
予
約
に
つ
い
て
も
大
坪

保
育
園
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
な
お
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ぽ
っ
ぽ
で
実
施
し
て
い
る
『
一
時

保
育
』
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
、

　
●

問
合
先
　
子
育
て
支
援
課
保
育
係
（
　
☎
㉓
２
１
７
４
）

ぽ
っ
ぽ
で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
休
日
保
育
の
登
録
・
予
約
先

　
大
坪
保
育
園
（
☎
㉓
２
６
８
９
）

２
６
８
９
）

市地域包括支援センターの電話番
号を増設します

　４月１日から、地域包括支援センターの電話

番号を増設します。

◆高齢者の総合相談や権利擁護の支援に関
　すること
　地域包括支援センター包括支援係

（☎㉓２１２２）

※増設した番号

◆百歳体操や要支援者などの予防プランに関
　すること
　地域包括支援センター介護予防係

（☎㉓２１５５）

※これまでの番号
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インフォメーションインフォメーション

障がい者生活支援センターが移転します

　障がいのある人やその家族などから生活全般の相談を受けて、福祉サービスの情報提供などを行う『伊万里・有

田障害者生活支援センター』が、４月１日に移転します。併せて、『伊万里市障がい者生活支援センター』に名称が

変わります。

● 問合先　福祉課障がい福祉係（　 ☎㉓２１５６）２１５６）

相
談
室

相
談
室

相
談
室

相
談
室

本館西出入口
正

面

玄

関

側

駐

車

場

健康づくり課

障がい者
生活支援
センター

　市内３か所（大川町・山代町・波多津町）の老人憩の家は、４月１日から、各町のコミュニティセンターに統合します。

　今後の施設使用については、次のとおりです。

　大川老人憩の家は、昭和 49 年の建設以降、地域住民の集いの場として利用されてきましたが、建築から 47 年

が経過し、老朽化が進み、今後の維持管理が困難になったため閉館することになりました。

● 問合先　長寿社会課高齢福祉・介護認定係（　 ☎㉓２１６２）

大川老人憩の家
３月 31 日で閉館しました。今後は、大川コミュニティセンターまたは老人福祉セ

ンター（松島町）を利用してください。

山代老人憩の家
４月１日から、コミュニティセンターになりました。

利用する場合は、各コミュニティセンターの窓口で申請手続きをしてください。
波多津老人憩の家

市老人憩の家は各町のコミュニティセンターに統合します

移転先 移転前

場　所 市役所別館１階
地域生活支援拠点 東方会総合
相談センター（二里町）

電話番号 ㉓３５１２ ㉙９５３３

開所日時開所日時
　月〜金曜日

　午前８時 30 分〜午後５時 15 分

※祝日、年末年始（12 月 29 日〜１月３日）

　を除く
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● 問合先　生涯学習課生涯学習係（　 ☎㉒１２６２）１２６２）

市民会館本館を廃止し、会議棟は中央公民館（生涯学習センター）に統合します

　市民会館本館は、解体工事の完了に伴い、３月 31 日をもって廃止しました。

　市民会館会議棟の会議室は、中央公民館（生涯学習センター）に統合し、４月１日からは学習室として貸し出します。

※使用料金はこれまでとは異なります。

　これにより、学習室の配置を次のように変更しました。

階
　
段

ト イ レ

通　路

せいら教室

第１学習室

第２学習室

階
　
段

通　路

ト イ レ

事 務 室

第 5会議室

階
　
段

通　路

ト イ レ

第 5学習室

第 3学習室 第 4学習室

階
　
段

通　路

ト イ レ

事 務 室

第 5会議室

階
　
段

通　路

ト イ レ

第 5学習室

第 3学習室 第 4学習室

午前９時〜
正午

午後１時〜
５時

午後６時〜
10 時

午前９時〜
午後５時

午後１時〜
10 時

午前９時〜
午後 10 時

第３会議室
（面積：30.1 ㎡） 900 円 1,190 円 1,830 円 2,090 円 3,020 円 3,920 円

市民センターの第３会議室を貸し出します

● 問合先　市民センター（　 ☎㉒３９１１）３９１１）

　市民センター２階の伊万里福祉会事務室が１階のライブラリー室に移転することに伴い、ライブラリー室の貸し

出しを終了します。

　伊万里福祉会事務室があった場所については、４月１日から、『第３会議室』として貸し出します。収容人数は

18 人です。

市民センター『第３会議室』料金表

中央公民館（生涯学習センター） 中央公民館　別館（旧 市民会館会議棟）

《 ２　階 》 《 ２　階 》

《 １　階 》

開館日時開館日時
● 開館時間　午前８時 30 分〜午後 10 時

※営利目的での利用はできません。
● 休館日　年末年始（12 月 29 日〜１月３日）

※都合により休館する場合があります。

インフォメーション
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ワクチン接種に関する差別や偏見、いじめは許されません。ワクチン接種に関する差別や偏見、いじめは許されません。ワクチン接種を受けている、受けていないといった理由

で周りの人を悪く言ったり、いじめたりすることは、絶対にしないでください。

● 問合先　新型コロナウイルスワクチン接種対策室（　 ☎㉓㉓４１２２）

５〜 11 歳の接種希望者の新型コロナウイルスワクチン接種について

　国の指示のもと、５〜 11 歳の希望者も、新型コロナウイルスワクチン接種を受けることができるようになりました。

保護者は、感染症予防の効果と副反応のリスクの双方について、接種券に同封のチラシなどを確認し、正しい知識を

持った上で、接種する本人と一緒に話し合い、接種するかどうかをよく検討してください。

接種の対象接種の対象
　　５〜 11 歳の人　

※接種は強制ではなく、12 歳以上の接種のような『接種の努力義務』も定めてありません。

使用するワクチン使用するワクチン
　　ファイザー社のファイザー社の５〜 11 歳用のワクチンを使用します。通常、３週間の間隔を空けて、２回接種をします。

※ファイザー社の 12 歳以上用のワクチンに比べて、有効成分が１／３になっています。

接種には保護者の同意・同伴が必要です接種には保護者の同意・同伴が必要です
　保護者以外の人が同伴する場合は、接種券に同封している委任状が必要です。ふだんの様子や病気、アレルギーな

どをよく知っている祖父母や成人した兄弟など、委任された親族などの同伴をお願いします。

注意事項注意事項
◆２回目の接種の前に 12 歳の誕生日を迎えた場合
※小児用新型コロナウイルスワクチンでは、１回目に接種した時の年齢に基づいて判断します。

　２回目を予約する時は、１回目と同じワクチンを選択してください。
◆他の予防接種との接種間隔について
　新型コロナウイルスワクチンの接種前や接種後に他の予防接種（日本脳炎や麻しん・風しんなど）を行う場合は、

原則として 13 日以上の間隔をおくこととされています。

◆新たに５歳になる人には、誕生日の翌月に接種券を送付します

予約方法について予約方法について
　接種をする場合は、必ず予約が必要です。次の表を参考に、接種場所に応じた予約をお願いします。

12 歳の誕生日を迎えて１回目の接種を予約する場合は、予約できる医療機関が異なるので注意してください。

③市コールセンターに電話　フリーダイヤル（☎０１２０- ４６８- ３５６）

※受付時間は、午前９時〜午後５時（土・日曜日、祝日を除く）です。

◆１回目の接種が終わった後、できるだけ早く２回目の予約を行ってください。

※２回目の接種は、１回目と同じ場所で接種を受けてください。

※接種した医療機関で指示があった場合は、それに従ってください。

①ＬＩＮＥで登録

ＬＩＮＥでの予約はこちら→
インターネットでの予約はこちら→

※土・日曜日、祝日を含め 24 時間対応

※市のホームページからも予約ができます。

②インターネットで登録
※土・日曜日、祝日を含め 24 時間対応

１回目接種時の年齢
５〜 11 歳

※５歳の誕生日の前日から 12 歳の誕生日の前々日まで

12 歳〜

※ 12 歳の誕生日の前日を含む

使用するワクチン
小児（５〜 11 歳）用

※２回目接種時までに 12 歳を迎えた場合も２回目は小児用
大人（12 歳以上）用

医療機関名 所在地
伊万里整形外科病院 伊万里地区

鈴山内科小児科医院
立花地区

山本こどもクリニック
小島医院
※予約は直接病院にお願いします。 波多津町

助廣医院
南波多町

星のライフクリニック

医療機関名 所在地
井手小児科医院

二里町いとう小児科

小副川医院
※対象は小学校４〜６年生のみ

西田病院 山代町

インフォメーションインフォメーション
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インフォメーション

地
域
づ
く
り
推
進
事
業
成
果
報
告
会

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指
し
て

　
市
内
13
町
・
地
区
の
ま
ち
づ
く

り
運
営
協
議
会
で
は
、
地
域
住
民

が
主
体
と
な
り
、
地
域
課
題
の
解

決
や
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
ま
す
。

　
各
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
や

市
民
活
動
団
体
な
ど
が
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
で
、
個
性
豊
か
な
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目

指
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
を
未
来

に
向
け
て
維
持
し
て
い
く
た
め
の

『
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
』
に
つ
い

て
、
２
月
22
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー

で
成
果
報
告
会
が
あ
り
ま
し
た
。

↑石窯を活用したピザづくり講習会などを報告する
立花地区まちづくり運営協議会

団体名 事業概要（一部）

立花地区まち

づくり運営協

議会

『竹炭・ピザ窯活用事業』
　竹炭のパッケージの見直しやピザ

づくり講習会

『立花っ子学び舎事業』
　小学生を対象とした、糸かけアー

トやマグカップ作りなどの３講座を

実施

波多津町まち

づくり運営協

議会

『「昭和の波多津」映像・写真展』
　昭和の元気な先人たちの姿を見

て、元気になってほしいという思い

から実施

『買い物支援協定の締結』
　Ａコープ波多津店で買い物をした

人の帰りのコミュニティバス代を支援

南波多町まち

づくり運営協

議会

『人材育成事業』
　40 〜 50 歳代を対象とした『南波

多の今と未来を考える懇話会』を開

催

『住民の意識調査事業』
　困っていることなどを調査し、今

後のまちづくりに活用する

山代町元気な

まちづくり運

営協議会

『やましろサロン』
　毎回 10 人以上の高齢者が参加し、

交流の場となっている

『移動支援事業（やましろべんりカー）
実証運行』
　町内での移動手段の充実のため

実証事業を実施

　
地
域
の
現
状
を
踏
ま
え
た
取
り

組
み
と
事
業
の
運
営
方
法
、
明
ら

か
に
な
っ
た
今
後
の
課
題
な
ど
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
ま
ち
づ
く
り
課
の
木
寺
洋ひ

ろ

司し

課
長
は
「
各
地
区
で
人
口
形
態
や

生
活
環
境
な
ど
は
異
な
る
が
、
新

し
い
発
見
や
『
自
分
た
ち
も
や
っ

て
み
よ
う
』
と
い
う
気
持
ち
に
つ

な
が
れ
ば
」
と
今
後
の
さ
ら
な
る

積
極
的
な
取
り
組
み
に
期
待
し
ま

し
た
。

　
報
告
を
行
っ
た
団
体
は
、
左
の

表
の
と
お
り
で
す
。

● 問合先　情報政策課シティプロモーション推進室（ 　☎㉓４３１３）

『いまりで、決まり！』ＰＲ動画コンテスト審査結果を発表します

　シティプロモーション推進の旗印となるキャッチコピー『いまりで、決まり！』をより広く知ってもらい、市をＰＲす

ることを目的とした動画コンテストを実施しました。

　７人から 11 作品の応募があり、１次審査を通過した５作品はオンライン（ＹｏｕＴｕｂｅ）視聴者による一般投票を

行いました。最終審査結果は、次のとおりです。

受賞作品の動画はこ

ちらから→

【 審査結果 】

最優秀賞　
　該当はありませんでした。

優秀賞　市の特産品 10,000 円相当

　『いまりくんのひとりごと』　田中 美
み き

妃さん（北九州市）

YouTube 一般投票賞　市の特産品 5,000 円相当

　『大好きな街　いまりで、決まり！』　南波多保育園（市内）

いまりで、決まり ! 賞（特別賞）　それぞれに市の特産品 5,000 円相当

▷『はばたけ！かがやくいまり』　大
おお

賀
が

 祐太郎さん（市内）

▷『伊万里（のお菓子）で決まり！』　佐賀県立有田工業高校放送部（有田町）

▷『いまりで、決まり！【ふるさと編②】祭り　藩窯』　ふるさと伊万里さん（市内）
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インフォメーションインフォメーション

『
伊
万
里
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
』
成
果
発
表
会
を
開
催

し
ま
し
た

●

問
合
先
　
情
報
政
策
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

（ 

　
☎
㉓
４
３
１
３
）

↑練り上げた独自のアイデアを発表

主
　
催

▽
伊
万
里
市

総
監
修

▽
一
般
社
団
法
人
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ

Ｅ
（
イ
ン
ス
パ
イ
ア
）

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
（
50
音
順
）

▽
ア
イ
・
ケ
イ
・
ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社

▽
伊
万
里
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
株
式
会
社

▽
一
般
社
団
法
人
伊
万
里
市
観
光

協
会

▽
伊
万
里
商
工
会
議
所

▽
伊
万
里
信
用
金
庫

▽
伊
万
里
鍋
島
焼
協
同
組
合

▽
学
校
法
人
慶
應
義
塾
慶
應
義
塾

大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
『
地
域
デ

ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
』

▽
佐
賀
県

▽
株
式
会
社
佐
賀
新
聞
社

▽
国
立
大
学
法
人
佐
賀
大
学

▽
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー

▽
ビ
ジ
ネ
ス
・
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

大
学
（
Ｂ
Ｂ
Ｔ
大
学
）

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
伊
萬
里

総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

▽
谷や

中な
か

修
し
ゅ
う

吾ご

さ
ん
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ

Ｒ
Ｅ
代
表
理
事
／
慶
應
義
塾
大

学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研
究
所
上
席
所
員
・

『
地
域
デ
ザ
イ
ン
・
ラ
ボ
』
総
合

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
Ｂ
Ｂ
Ｔ
大

学
経
営
学
部
グ
ロ
ー
バ
ル
経
営

学
科
学
科
長
・
教
授
）

メ
ン
タ
ー

▽
伊い

ば葉
聖ま
さ

高た
か

さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ま
ち
づ
く
り
伊
萬
里
・
伊
萬
里

ま
ち
な
か
一
番
館
館
長
）

▽
大
古
場
詢じ

ゅ
んさ

ん
（
伊
万
里
信
用

金
庫
）

▽
白し

ら
い
し石

章
し
ょ
う

二じ

さ
ん
（
ヤ
マ
ハ
発
動

機
株
式
会
社
技
術
・
研
究
本
部 

フ
ェ
ロ
ー
Ｎ
Ｖ
推
進
担
当
）

▽
副
島
裕
介
さ
ん

（
伊
万
里
信
用
金
庫
）

▽
登と

だ田
朗あ

き
らさ

ん
（
ア
イ
・
ケ
イ
・

ケ
イ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式

会
社
顧
問
）

▽
内な

い

貴き

研
二
さ
ん
（
サ
ン
ト
リ
ー

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社 

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
推
進
本
部
専
任
部
長
）

▽
畠は

た

田だ

千
鶴
さ
ん
（
一
般
財
団
法

人
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
メ

デ
ィ
ア
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
〔
兼
〕
月
刊
『
地

域
づ
く
り
』
副
編
集
長
）

▽
濵は

ま
ぐ
ち口

慶
太
さ
ん
（
伊
万
里
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
株
式
会
社 

放
送
部
制
作
課
）

▽
早
田
文
昭
さ
ん
（
一
般
社
団
法

人
伊
万
里
市
観
光
協
会
会
長
）

▽
原
貴た

か
の
ぶ信
さ
ん
（
伊
万
里
鍋
島
焼

協
同
組
合
事
務
局
長
）

▽
本
村
彩あ

や

さ
ん
（
県
さ
が
創
生
推

進
課
）

▽
吉
澤
裕ゆ

う

樹き

さ
ん
（
東
急
株
式
会

社
ビ
ル
運
用
事
業
部
事
業
推
進

グ
ル
ー
プ
価
値
創
造
担
当
〔
兼
〕

沿
線
生
活
創
造
事
業
部
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
事
業
推
進

グ
ル
ー
プ
企
画
担
当
）

▽
東
嶋
陽
一
さ
ん
（
総
合
政
策
部

部
長
）

▽
西
尾
義
久
さ
ん
（
企
画
政
策
課

企
画
１
係
長
）

▽
林
飛
鳥
さ
ん
（
情
報
政
策
課
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室
）

　
３
月
２
日
、
地
域
活
性
化
の
た

め
の
事
業
成
長
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
伊
万
里
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
』
の
成

果
発
表
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
伊
万
里
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
で

は
、
市
の
地
域
活
性
化
の
た
め
の

事
業
ア
イ
デ
ア
を
募
集
し
、
市
内

外
か
ら
応
募
さ
れ
た
19
の
ア
イ

デ
ア
の
中
か
ら
６
つ
を
採
択
し

ま
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
６
つ
の
ア
イ
デ
ア

に
は
、
助
言
や
指
導
、
提
案
を
行

う
『
メ
ン
タ
ー
』
が
複
数
人
付
き
、

12
〜
２
月
の
約
３
か
月
間
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
よ

り
良
い
ア
イ
デ
ア
に
し
て
、
こ
の

日
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　
６
つ
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
た

個
人
や
団
体
は
、
今
後
も
さ
ら
に

事
業
を
展
開
し
、
実
行
に
向
か
っ

て
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

　
伊
万
里
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
で

は
、企
画
の
趣
旨
に
賛
同
す
る『
協

力
パ
ー
ト
ナ
ー
』
や
メ
ン
タ
ー

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
伊
万
里
の

地
域
活
性
化
を
考
え
ま
し
た
。
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インフォメーションインフォメーション

このびば
代　表　

中村 克
かつ

朗
あき

 さん

ＳＵＮＮＹ ＳＡＬＡＤ 
ｰ fruit & veg shop ｰ
永田 奈美 さん

◆
テ
ー
マ

　『
野
菜
・
果
物
』
の
提
供
に
よ
る

地
域
活
性
化

　
新
鮮
な
野
菜
・
果
物
を
も
っ
と

手
軽
に 

心
と
体
が
喜
ぶ
こ
と
を

も
っ
と
楽
し
く
！

◆
感
　
想
　
自
分
の
中
に
あ
る
軸

が
よ
り
確
か
な
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
伊
万
里
の
ま
ち
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
テ
ー
マ

　
伊
万
里
の
特
産
品
を
も
う
一
つ

　
養
鶏
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
と

こ
れ
か
ら

◆
感
　
想
　
自
分
の
考
え
を
整
理

で
き
、
さ
ら
に
新
し
い
ア
イ
デ

ア
に
つ
な
が
り
、
今
後
や
り
た

い
こ
と
と
、
今
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
を
明
確
に
認
識
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。素ヱコ農園

松本 啓
さとし

 さん

伊万里レザー鷹工房
高森 晋

すすむ

 さん
　　 恵

え

美
み

 さん

Ｐ．Ｍ企画

小
お だ

田 裕美子 さん

◆
テ
ー
マ

　
伊
万
里
牛
レ
ザ
ー
で
変
わ
る
町

　
伊
万
里
牛
の
革
製
品
を
商
品
化

し
、伊
万
里
を『
革
の
ま
ち
』に
！

◆
感
　
想
　
長
年
想
像
す
る
だ
け

だ
っ
た
も
の
を
、
こ
の
３
か
月

間
で
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
た

喜
び
と
、
こ
れ
か
ら
の
未
来
に

ワ
ク
ワ
ク
を
抱
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

◆
テ
ー
マ

　
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｉ
　
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ

　
伊
万
里
焼
デ
ザ
イ
ン
パ
タ
ー
ン

の
ア
ロ
ハ
シ
ャ
ツ
を
商
品
化

し
、
市
の
新
た
な
特
産
品
に
！

◆
感
　
想
　
た
く
さ
ん
の
人
の
ア

ド
バ
イ
ス
で
考
え
を
発
展
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
何
が

必
要
で
、
何
が
で
き
る
か
を
考

え
て
い
き
た
い
で
す
。

◆
テ
ー
マ

　
暮
ら
し
と
漢
方
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク

　
市
全
体
を
使
っ
た
ウ
ェ
ル
ネ
ス

ツ
ア
ー
で
、
ま
ち
じ
ゅ
う
を
薬

草
園
に
！

◆
感
　
想
　
自
分
の
想
像
力
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
高
ま
り
ま
し
た
。

す
べ
て
の
提
案
を
つ
な
げ
、
地

域
活
性
化
に
貢
献
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

◆
テ
ー
マ

　
い
ま
り
を
楽
し
む
！
み
ら
い
を
楽

し
む
！
　
キ
ッ
ズ
し
ぜ
ん
楽が

く
た
い隊

　
子
ど
も
た
ち
が
農
・
山
楽
隊
と

な
り
、
体
験
を
通
じ
て
伊
万
里

を
も
っ
と
好
き
に
な
る
！

◆
感
　
想
　
自
分
一
人
で
は
た
ど

り
つ
け
な
か
っ
た
部
分
ま
で
、

考
え
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

株式会社くすきの杜
もり

代表取締役社長
平野 智也 さん

　
伊
万
里
活
性
化
の
事
業
成
長

を
支
援
す
る
「
伊
万
里
ア
ク

セ
ラ
レ
ー
タ
」
の
総
合
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
基
本
コ

ン
セ
プ
ト
は
、「
突
き
抜
け
た

伊
万
里
を
創
生
す
る
」。
ゼ
ロ

か
ら
イ
チ
を
生
み
出
す
「
価
値

創
造
型
」
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
重

視
し
、
自
身
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を

起
点
と
し
て
事
業
成
長
を
加
速

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
６
つ

の
採
択
団
体
の
皆
様
が
、
３
か

月
間
、
産
官
学
の
メ
ン
タ
ー
と

と
も
に
事
業
成
長
を
実
現
す
る

プ
ロ
セ
ス
は
、
ワ
ク
ワ
ク
そ
の

も
の
で
し
た
。

　
私
が
声
を
大
に
し
て
お
伝
え

し
た
い
こ
と
は
、
伊
万
里
に
は
、

伊
万
里
が
大
好
き
で
、
伊
万
里

を
活
性
化
し
た
い
と
い
う
志
を

持
つ
方
が
確
実
に
存
在
す
る
と

い
う
事
実
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
取
り
組
み
を
応
援
し
た
い
と

い
う
方
々
も
ま
た
、
数
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
日
本
全
国

で
地
方
創
生
事
業
を
手
が
け
て

い
る
身
か
ら
見
て
、
伊
万
里
ア

ク
セ
ラ
レ
ー
タ
に
参
画
さ
れ
た

６
つ
の
取
り
組
み
は
、
い
ず
れ

も
全
国
区
で
注
目
を
集
め
る
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い
る
と

強
く
実
感
し
ま
し
た
。

　
地
域
活
性
化
と
い
う
と
、
や

や
も
す
る
と
、
マ
ジ
メ
な
奉
仕

活
動
の
よ
う
に
も
聞
こ
え
ま

す
。
し
か
し
そ
の
本
質
は
、「
や

り
た
い
か
ら
、
や
る
」。
そ
う
、

シ
ン
プ
ル
に
、
楽
し
い
の
で
す
。

も
っ
と
踏
み
込
ん
で
言
え
ば
、

地
域
活
性
化
と
い
う
前
に
、
自

分
の
ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
が
先

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
ワ
ク
ワ
ク

に
従
っ
て
楽
し
く
活
動
し
て
い

た
ら
、
た
ま
た
ま
地
域
活
性
化

と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
だ
っ
た
と
い

う
だ
け
の
話
。「
も
っ
と
自
由

に
！
広
げ
ろ
！
ま
ち
づ
く
り
の

解
釈
を
！
」
と
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
役
職

に
関
係
な
く
、
み
ん
な
で
楽
し

く
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く

時
代
で
す
。

総合プロデューサー 谷中 修吾 さん
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インフォメーションインフォメーション

●

問
合
先
　
情
報
政
策
課
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
室

（
　 

☎
㉓
４
３
１
３
）

慶
應
義
塾
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た

　
令
和
３
年
３
月
22
日
に
締
結
し

た
『
伊
万
里
市
、
学
校
法
人
慶
應

義
塾
　
慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
研

究
所
及
び
一
般
社
団
法
人
Ｉイ

Ｎン

スＳ

Ｐパ

Ｉイ

Ｒ
ア

Ｅ
の
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
活
用
に
関
す
る
覚
書
』

に
基
づ
き
、
市
の
地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
施
策
を
慶
應
義
塾

大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ
桑
原
武
夫
研
究
会
の

学
生
が
提
案
す
る
『
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
ぶ
38
人

の
学
生
た
ち
が
８
つ
の
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
デ
ー
タ
分
析
な
ど
か

ら
市
の
課
題
を
洗
い
出
し
、
そ

の
解
決
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を
考

え
、
２
月
５
日
、
市
民
図
書
館
で

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
提
案
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。

■
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
と
は

　
研
究
会
な
ら
で
は
の
視
点
に
よ

る
問
題
解
決
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案

し
、
学
生
と
市
の
双
方
が
新
た
な

知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の

■
課
題
テ
ー
マ

　『
関
係
人
口
の
創
生
を
通
じ
た

郷
土
愛
の
醸
成
』
に
つ
い
て
、
市

が
行
う
施
策
の
提
案

提 案 内 容 グループ名

伊万里市長賞
伊万里における STEAM（※ 1）教育の導入
※ 1　Science（科学）、Technology（技術）、Engineering（工学・ものづくり）、
　　　Art（芸術）、Mathematics（数学）の頭文字を組み合わせた教育概念のこと

ナシカウシカ

副市長賞 伊万里の蜂蜜とフルーツを利用したミールサブスク いまミール

総合政策部長賞
ＷｉｰＦｉ×電動キックボード
　市の重要拠点にＷｉｰＦｉと電動キックボード、スクーターを設置する

ＩＭＡＲＩＤＥ（イ

マライド）

情報政策課長賞
「いまりで、決まり！」伊万里の魅力紹介ホームページコンテスト
　中学生を対象とした学校対抗のコンテストを開催する

ＩＭＡＲｅｍａｋｅ

（イマリメイク）

ー 本の貸し出し履歴データを活用した講座の実施
ＩＭＡｌｉｂｒａｒ

ｙ（イマライブラリ）

ー

市民しか知らない伊万里の魅力や楽しみ方の発信
　『通な伊万里のさるき方』と銘打ち、モデルコースを公募するコンテストを実

施する
もなか

ー
Slack（スラック ※ 2）を活用したオンラインコミュニティの構築
※ 2　人とそれぞれが必要とする情報をつなげるビジネス用のメッセージアプリ

チーム山口

ー ホッケー競技の参加型チームとドキュメンタリーの作成 健康第一

◆桑原 武夫 教授
慶應義塾大学総合政策
学部教授、慶應義塾大
学ＳＦＣ研究所・地域
デザインラボ代表

　
こ
の
１
年
間
、
伊
万
里
市
と
慶

應
義
塾
大
学
は
、
特
別
な
関
係
に

あ
り
ま
し
た
。
連
携
の
覚
書
に
基

づ
い
た
共
同
活
動
の
一
環
と
し
て
、

今
回
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ン
テ
ス
ト

を
開
催
。
私
の
研
究
会
（
ゼ
ミ
）

メ
ン
バ
ー
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
抽
出

し
た
伊
万
里
市
の
課
題
に
対
し
、

デ
ジ
タ
ル
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

観
点
か
ら
分
析
し
、
得
ら
れ
た
知

見
を
用
い
た
提
案
を
試
み
ま
し
た
。

本
来
な
ら
ば
、
学
生
た
ち
が
伊
万

里
に
伺
い
、
そ
の
空
気
を
肌
で
感

じ
な
が
ら
行
う
べ
き
と
こ
ろ
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
そ
れ
が
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
当
初
計
画
し
て

い
た
以
上
の
成
果
に
結
び
つ
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

困
難
な
状
況
の
中
で
の
長
期
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
、
成
果
発
表
会
場

で
熱
心
に
討
論
し
て
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
と
の
関
係
を
一
層
深
化
・
発

展
さ
せ
る
契
機
と
な
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

↑伊万里とは縁のない大学生たちが、伊万里の
　ことを真剣に考え、取り組みました

↑各チームの提案発表の動画はこちら
　から（市ホームページ）
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空
家
の
所
有
者
（
管
理
者
）
に
な
る
前
に

空
家
の
所
有
者
（
管
理
者
）
に
な
る
前
に

あ
な
た
も
空
家
の
所
有
者
（
管

理
者
）
に
な
る
か
も

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
、
あ
な
た

も
空
家
の
所
有
者
（
管
理
者
）
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽
（
両
）
親
が
亡
く
な
り
、
家
を

相
続
す
る

▽
（
両
）
親
が
施
設
な
ど
に
入
所

す
る

▽
転
勤
な
ど
に
よ
り
、
家
族
全
員

で
引
っ
越
す
　
な
ど

早
め
の
対
応
が
大
切
で
す

　
家
は
、
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て

資
産
価
値
が
下
が
り
、
劣
化
や
傷

み
が
発
生
し
ま
す
。
空
家
の
場

合
、
そ
の
劣
化
や
痛
み
が
急
速
に

進
行
し
ま
す
。
傷
み
が
進
行
す
る

と
、
管
理
や
修
繕
に
多
く
の
費
用

を
要
す
る
だ
け
で
な
く
、
瓦
の
落

下
や
資
材
の
飛
散
、
木
々
の
繁
茂

な
ど
、
近
隣
住
民
に
多
大
な
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
空
家
に
な
っ
て
か
ら
で
は
な

く
、
問
題
点
を
事
前
に
把
握
し
て

お
く
こ
と
で
、
慌
て
る
こ
と
な

く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
一
度
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

事
前
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
は

◆
建
物
や
土
地
の
登
記
を
確
認
す
る

　
法
務
局
で
登
記
事
項
証
明
書
な

ど
を
取
得
し
、
内
容
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　
相
続
登
記
が
さ
れ
て
い
な
い
場

合
や
未
登
記
の
建
物
が
あ
る
場

合
な
ど
、
登
記
事
項
が
現
状
と

異
な
る
場
合
は
、
司
法
書
士
な

ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
●

問
合
先
　
都
市
政
策
課
住
宅
・
空
家
対
策
係
（
　
☎
㉓
２
４
６
４
）

あ
な
た
の
空
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

『
伊
万
里
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
』
の

『
伊
万
里
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
』
の

登
録
物
件
を
募
集
し
ま
す

登
録
物
件
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
空
家
の
有
効
活
用
と

移
住
・
定
住
の
促
進
を
目
的
と
し

て
、『
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
制
度
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度

は
、
空
家
の
購
入
や
賃
貸
を
希
望

す
る
人
に
広
く
情
報
提
供
を
行
う

も
の
で
す
。
市
外
か
ら
転
入
を
考

え
て
い
る
人
や
市
内
で
転
居
先
を

探
し
て
い
る
人
な
ど
、
多
く
の
人

に
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
空
家
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
登
録
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
相
続
な
ど
に
つ
い
て
家
族
で
話

し
合
う

　
誰
が
相
続
す
る
の
か
、
誰
が
管

理
す
る
の
か
を
事
前
に
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
。

◆
処
分
方
法
に
つ
い
て
考
え
る

▽
建
物
や
土
地

　
売
却
ま
た
は
賃
貸
に
す
る
の

か
、
解
体
す
る
の
か
な
ど
、
処

分
方
法
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

▽
家
財
道
具
な
ど

　
家
財
道
具
の
ほ
か
に
、
仏
壇
や

神
棚
な
ど
の
処
分
方
法
も
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

◆
専
門
家
に
相
談
す
る

　
必
要
に
応
じ
て
、
司
法
書
士
や

宅
建
業
者
、
建
築
士
、
土
地
家

屋
調
査
士
な
ど
に
相
談
し
、
手

続
き
方
法
な
ど
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

�『伊万里市空き家情報バンク』実績

◆
登
録
の
流
れ

①
空
家
の
売
却
や
賃
貸
を
考
え
て

い
る
人
は
、
協
力
事
業
者
（
市

と
協
定
を
締
結
し
た
市
内
の
宅

建
業
者
18
社
）
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

※
市
で
は
、
協
力
事
業
者
一
覧
表

の
郵
送
な
ど
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。

②
協
力
事
業
者
が
、
市
に
申
請
さ

れ
ま
す
。

③
市
が
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
伊

万
里
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
』

と
『
全
国
版
空
き
家
バ
ン
ク
サ

イ
ト
』
に
物
件
を
掲
載
し
ま
す
。

令和２年度
令和３年度

（２月末現在）

申込数 24 26

成約数 22 16

登録件数 25
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インフォメーション

■
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

　
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、
自

動
車
の
排
気
ガ
ス
や
工
場
の
煙
に

含
ま
れ
る
大
気
汚
染
物
質
が
、
太

陽
の
紫
外
線
を
受
け
て
化
学
反
応

を
起
こ
す
こ
と
で
発
生
す
る
物
質

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
濃
度
が
高
く
な
る
と
、
目
が
チ

カ
チ
カ
す
る
、
の
ど
が
痛
む
な
ど

の
健
康
被
害
が
み
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■
Ｐ
Ｍ
２
・
５（
微
小
粒
子
状
物
質
）

　
Ｐ
Ｍ
２
・
５
と
は
、
粒
径
２
・
５

μマ
イ
ク
ロ

ｍメ
ー
ト
ル（
２
・
５
ｍ
ｍ
の
千
分
の
１
）

以
下
の
粒
子
状
物
質
で
す
。
粒
子

の
大
き
さ
が
非
常
に
小
さ
く
肺
の

奥
深
く
ま
で
入
り
や
す
い
た
め
、

喘ぜ
ん
そ
く息
や
気
管
支
炎
な
ど
の
呼
吸
器

系
へ
の
影
響
の
ほ
か
、
肺
が
ん
リ

ス
ク
の
上
昇
や
循
環
器
系
へ
の
影

響
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
注
意
報
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
ら

▽
外
出
を
控
え
、
屋
外
で
の
激
し

い
運
動
は
自
粛
し
ま
し
ょ
う
。

▽
屋
内
で
は
、
換
気
や
窓
の
開
閉

を
必
要
最
小
限
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
物
質
の
濃

度
が
上
昇
し
た
場
合
、『
防
災
ネ
ッ

ト
あ
ん
あ
ん
』
で
注
意
報
な
ど
の

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
・
Ｐ
Ｍ
２
・
５

大
気
汚
染
物
質
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

情
報
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
速
や

か
に
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
登
録
を
お
す
す
め

し
ま
す
。
ま
た
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
の
情

報
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
テ

レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
で
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
『
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん
』
へ
の

　
登
録
方
法

　『h
ttp

://e
s
a
m

.jp
/

』
で
検
索

す
る
か
、
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み

込
ん
で
登
録
サ
イ
ト
へ
ア
ク
セ
ス

し
、
登
録
画
面
に
表
示
さ
れ
る
案

内
に
従
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

※
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
や
Ｐ
Ｍ

２
・
５
の
注
意
情
報
の
配
信
を
受

け
る
た
め
に
は
、『
生
活
情
報
』

の
『
光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
・
Ｐ

Ｍ
２
・
５
情
報
』
に
チ
ェ
ッ
ク
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

↑こちらの二次元
　コードから確認
　できます

● 問合先　観光戦略課観光振興係（ 　☎⑳９０３１）

伊万里・唐津の食材を味わう『春グルメチケット 2022』を販売中

　期間中は、ホテル内のレストランにおいて、伊万里牛をはじめ伊万里産の旬の野菜やフルーツなどを使用したフェ

ア限定メニューが登場し、一部店舗では伊万里焼の器で楽しむことができます。また、西鉄グランドホテル１階ロビー

では、伊万里焼の展示販売会や伊万里焼風鈴の展示も行われるなど、さまざまなイベントが開催されています。

　伊万里・唐津の山の幸・海の幸などを使用した 7,000 円相当のメニューを、5,000 円で利用できる『春グルメチケッ

ト 2022』が販売されています。

　西鉄グランドホテル・ソラリア西鉄ホテル福岡のレストラン 12 店舗で使用でき、ホテルや家庭で趣向を凝らした

料理の数々を楽しむことができます。

◆販売価格　5,000 円　
※ 7,000 円相当の料理を楽しめます。

◆販売期限　６月 30 日（木）まで　※売り切れ次第終了

◆利用期限　６月 30 日（木）まで

◆販売場所　
▷西鉄グランドホテル内レストラン・フロント

▷ソラリア西鉄ホテル福岡内レストラン・フロント

▷ソラリアステージ１階定期券販売所

◆利用場所　
▷西鉄グランドホテル（福岡市中央区大名２丁目６− 60）

▷ソラリア西鉄ホテル福岡（福岡市中央区天神 2 丁目２− 43）

◆チケットに関する問合先　☎０９２- ７８１- １９４７

※受付時間は午前９時〜午後６時

●

問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係
（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）
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● 問合先
　情報政策課シティプロモーション推進室（☎㉓４３１３）

 ×   ×  　   伊万里市　連携事業第３弾連携事業第３弾

　『
森
永
製
菓
』
と
言
え
ば
、
ポ

ケ
ッ
ト
用
紙
サ
ッ
ク
入
り
ミ
ル

ク
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
連
想
す
る
人

は
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
始
め
は
、
バ
タ
ー
や
牛
乳
の

匂
い
が
す
る
た
め
日
本
人
の
嗜し

好こ
う

に
合
わ
ず
、
売
れ
行
き
が
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
乳

製
品
の
栄
養
価
が
注
目
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
正
３
年

（
１
９
１
４
年
）
３
月
に
東
京
で

開
催
さ
れ
た
大
正
博
覧
会
で
、

ブ
リ
キ
缶
に
入
れ
て
１
個
ず
つ

バ
ラ
売
り
し
て
い
た
も
の
を
、

紙
箱
に
20
粒
入
れ
た
『
ポ
ケ
ッ

ト
用
キ
ャ
ラ
メ
ル
』
を
10
銭
で

販
売
す
る
と
、
注
文
が
殺
到
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

時
の
宣
伝
文
に
は
『
滋
養
に
富

み
、
風
味
絶
佳
な
り
』
や
『
煙

草
代
用
』、『
事
務
家
、
読
書
家
、

旅
行
家
：
に
必
要
品
な
り
』
な

ど
と
書
き
、
子
ど
も
の
栄
養
を

補
う
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
大

人
も
対
象
と
し
た
販
売
を
進
め

ま
し
た
。

　
特
に
宣
伝
自
動
車
隊
や
活
動

写
真
会
な
ど
の
大
宣
伝
を
行
っ

た
結
果
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
の
名
前

は
全
国
に
広
ま
り
、
森
永
製
菓

の
代
名
詞
と
な
り
ま
し
た
。
太

一
郎
と
後
の
２
代
目
社
長
と
な

る
松
崎
半
三
郎
は
、
機
械
化
に

よ
る
西
洋
菓
子
の
大
量
生
産
、

大
量
販
売
を
推
進
す
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な
広
告
宣
伝
活
動
を

進
め
ま
し
た
。

　
大
正
11
年
（
１
９
２
３
年
）、

当
時
の
大
坪
村
に
森
永
製
菓
株

式
会
社
第
八
工
場
を
設
立
し
ま

す
。
第
八
工
場
で
は
、
周
辺
の
酪

農
家
か
ら
集
め
た
牛
乳
で
製
菓

の
原
料
と
な
る
練
乳
や
バ
タ
ー

な
ど
を
製
造
し
ま
し
た
。
ま
た
、

大
正
15
年
（
１
９
２
６
年
）
４
月

か
ら
翌
年
２
月
末
ま
で
は
キ
ャ

ラ
メ
ル
も
製
造
し
、
３
月
末
ま
で

で
、
乳
製
品
と
製
菓
を
合
わ
せ
て

70
万
円
の
収
益
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
第
八
工
場
の
跡
地
は
、
現
在
、

森
永
公
園
と
な
り
、
市
民
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
永
太
一
郎
と
伊
万
里 

④

〜 

キ
ャ
ラ
メ
ル
と
太
一
郎
の
広
告
宣
伝
活
動 

〜

森永のお菓子レシピ
キャラメルフレンチトースト

● 材　料（２人分）
　【卵液】　牛乳　100 ㎖

　　　　　卵　１個

　　　　　砂糖　大さじ１

　バゲット（厚さ２㎝）　４枚

　バター　大さじ２

　森永ミルクキャラメル　３粒

　バナナ　１／２本

　ホイップクリーム　適宜

　ミント　適宜

　【万能ミルキャラソース】　適宜

　　森永ミルクキャラメル　７粒

　　ラム酒（アルコールが苦手な人は水）　小さじ２

　　水　小さじ１　

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉒
１
２
６
２
）

【 参　考 】
　森永製菓株式会社『森永天使のお菓子レシピ』

引用資料　森永 55 年史　森永製菓株式会社（昭和 29 年発行）、森永太一郎展図録　佐賀県立博物館（平成 26 年発行）

１

２

３

４

『万能ミルキャラソース』を作ります。

⑴耐熱容器に材料を入れてラップをかけ、電子レン

　ジで 20 秒温めます。

⑵ラップを取って混ぜ、再び 20 秒温める作業を、

　ふきこぼれに注意しながら３回繰り返します。か

　たまりがあれば、再度繰り返して、なくなったら

　完成です。

※冷蔵庫で１週間日持ちします。

※容器の中が沸騰してふきこぼれたら、最初からや

　り直しです。温めるときは注意しましょう。

　万能ミルキャラソースは、ホットケーキやトース

トにかけることもできます。

　【卵液】を混ぜ合わせ、バゲットを入れ、上下を返

しながら 15 分ほど浸します。

　フライパンにバターとキャラメルを入れて弱火で

加熱し、ゆっくりとキャラメルを溶かします。

　③を中火にし、②のバゲットの両面を焼きます。

途中でバナナを輪切りにし、一緒に焼きましょう。

　器に盛り、お好みでホイップクリームやミントを

盛り付け、万能ミルキャラソースをかけます。
５
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伊
万
里
実
業
高
校
の
ホ
ッ
ケ
ー
場
が
開
所
し
ま
し
た

　
県
に
お
け
る
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の

育
成
強
化
の
拠
点
と
な
る
『
伊
万

里
ホ
ッ
ケ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
』
が
伊

万
里
実
業
高
校
商
業
キ
ャ
ン
パ
ス

に
完
成
し
、
３
月
６
日
、
開
所
式

典
が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
０
２
４
年
に
開
催
さ
れ
る
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
愛
称 

Ｓ
Ａ

Ｇ
Ａ
２
０
２
４
）
に
向
け
て
約

１
万
５
０
０
０
平
方
㍍
が
整
備

さ
れ
た
も
の
で
、
県
内
で
初
め
て

公
益
社
団
法
人
日
本
ホ
ッ
ケ
ー

協
会
の
公
認
を
受
け
た
施
設
に

な
り
ま
す
。

　
式
典
で
は
、
山
口
祥よ

し

義の
り

知
事
が

「
子
ど
も
か
ら
社
会
人
ま
で
、
た
く

さ
ん
の
人
に
利
用
し
て
も
ら
い
、

ホ
ッ
ケ
ー
の
競
技
力
を
強
化
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な
が
ホ
ッ

ケ
ー
を
愛
し
、
楽
し
む
ま
ち
に
」

と
期
待
を
述
べ
、
深
浦
弘
信
市
長

は
、「『
ホ
ッ
ケ
ー
の
ま
ち
伊
万
里
』

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
り
ま

し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
併
せ
て
、
伊
万
里
商
業
高
校
の

出
身
で
、
東
京
五
輪
に
出
場
し
た

鳥
山
麻
衣
選
手
が
寄
せ
た
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
、「
土
の
コ
ー

ト
で
は
で
き
な
か
っ
た
練
習
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
県
内
の
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
の
レ
ベ
ル
向
上
に
つ
な

が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　
伊
万
里
実
業
高
校
の
原
雅ま

さ

珠み

男

子
ホ
ッ
ケ
ー
部
キ
ャ
プ
テ
ン
は
、

「
全
国
大
会
が
行
わ
れ
る
会
場
の

多
く
は
人
工
芝
な
の
で
、
地
面
の

感
覚
な
ど
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
て

慣
れ
な
い
面
が
あ
っ
た
。
人
工
芝

は
走
り
や
す
く
、
練
習
も
以
前
よ

り
楽
し
く
で
き
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
記
念
ゲ
ー

ム
が
開
催
さ
れ
、
選
手
た
ち
が
新

し
い
コ
ー
ト
で
汗
を
流
し
ま
し
た
。

伝
統
を
引
継
ぎ
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
す

　
３
月
１
日
、
伊
万
里
商
業
高
校

の
閉
校
式
が
あ
り
、
最
後
の
卒
業

生
４
人
を
送
り
出
し
、
１
２
２
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
明
治
33
年
に
組
合
立
伊
万
里

商
業
補
習
学
校
と
し
て
開
校
し
、

２
万
１
０
０
０
人
を
超
え
る
卒
業

生
を
輩
出
。
平
成
31
年
４
月
の
県

立
高
校
の
再
編
に
伴
い
、
伊
万
里

農
林
高
校
と
統
合
し
て
、
伊
万
里

実
業
高
校
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業

生
代
表
の
江え

頭と
う

瑠る

な七
さ
ん
は
「
ど

ん
な
困
難
も
仲
間
と
協
力
し
て
乗

り
越
え
て
き
た
。
学
ん
だ
こ
と
を

消
防
団
活
動
に
対
す
る
感
謝
状
の
贈
呈

　
２
月
４
日
、
市
消
防
団
の
令
和

３
年
８
月
豪
雨
に
お
け
る
住
民
の

避
難
や
救
助
活
動
に
対
し
て
、
佐

賀
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
、
力
武

博
典
消
防
団
長
は
、「
市
民
の
安

全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
、
消
防

団
と
し
て
の
活
動
を
行
っ
た
だ
け

で
す
。
今
後
も
、
市
民
の
た
め
に

消
防
団
と
し
て
の
活
動
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
」
と
今
後
の
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

↑感謝状を受け取った力武消防団長

↑商業高校の校旗が、校長を介して実業高
校の生徒に引き継がれました

↑看板の除幕を行う山口知事（右から４人目）、深浦市長（左
から４人目）と関係者たち

大
切
に
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
で

頑
張
り
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

【伊万里ホッケーフィールド】
● 規　格　ホッケー専用　人工芝のコート

　55.0 ｍ× 91.4 ｍ

● 敷地（施工）面積　14,580 ｍ

● 完成年月　令和 4 年２月
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▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
２
月
１
日
〜
28
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼

歯
ブ
ラ
シ
　
１
５
２
０
本

　
伊
万
里
・
有
田
地
区
歯
科
医

師
会

▼

不
織
布
マ
ス
ク

　
５
０
０
０
枚

　
遠
藤
電
設
株
式
会
社
伊
万
里

支
店

▼

ツ
ツ
ジ
　
10
本

　
児
童
図
書
　
43
冊

　
古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

《
福
祉
基
金
》

▼

３
万
円
　
米
田
　
秀
次

（
松
浦
町
下
分
）

歯
を
大
切
に
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
て
ほ
し
い

　
２
月
14
日
、
伊
万
里
・
有
田
地

区
歯
科
医
師
会
が
、
市
内
の
小
学

校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
、
新

た
に
小
学
校
１
年
生
に
な
る
子
ど

も
た
ち
に
、
１
５
２
０
本
の
歯
ブ

ラ
シ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
卒
業
・
入
学
し
て
環

境
が
変
わ
っ
て
も
、
歯
み
が
き
の

習
慣
を
忘
れ
ず
、
身
に
付
け
て
ほ

し
い
と
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
吉
永
信
秀
会
長
は
、「
歯
と
口
の

健
康
を
守
る
こ
と
は
、
体
の
健
康

を
守
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
仕

上
げ
磨
き
な
ど
、
家
族
で
協
力
し

全
国
書
道
展
で
都
知
事
賞
を
受
賞

　
武
雄
青
陵
中
学
校
３
年
生
の

星
本
京
香
さ
ん
（
山
代
町
楠
久
津
）

が
、
全
国
書
道
展
で
東
京
都
知
事
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
小
学
校
１
年

生
か
ら
書
道
を
始
め
た
星
本
さ
ん

は
、
現
在
は
書
道
部
に
所
属
し
て

い
て
、
今
回
、
１
万
７
２
７
７
点

の
応
募
の
中
か
ら
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
出
展
し
た
『
柔
軟
な
発
想
』
は

柔
ら
か
く
表
現
す
る
行
書
体
の
作

品
。『
柔
』
の
長
い
横
線
で
全
体
の

柔
ら
か
さ
を
出
す
よ
う
意
識
し
た

と
い
う
星
本
さ
ん
は
「
受
賞
直
後
は

実
感
が
湧
か
な
か
っ
た
が
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

↑「今後は他の書体にも挑戦したい」
と話す星本さん

少
し
で
も
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
れ
ば

　
送
電
線
用
の
鉄
塔
の
組
み
立
て

な
ど
を
行
う
遠
藤
電
設
株
式
会
社

伊
万
里
支
店
（
脇
田
町
）
が
、
２

月
15
日
、
市
に
不
織
布
マ
ス
ク

５
０
０
０
枚
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

市
役
所
を
訪
れ
た
九
州
エ
リ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
岩
永
美
和
子
さ
ん

は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
県
内
・
市
内
で
も
流
行
し
て

い
る
の
で
、
高
齢
者
と
接
す
る
人

や
子
ど
も
た
ち
な
ど
に
使
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
深
浦
弘
信
市
長
は
、「
今
後
も
、

マ
ス
ク
が
手
放
せ
な
い
状
況
が
続

く
と
思
う
の
で
助
か
り
ま
す
」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

↑深浦市長（左）に不織布マスクを手
渡す岩永さん

市
民
図
書
館
に
ツ
ツ
ジ
と
児
童
図
書
を
贈
呈

　
２
月
19
日
、
古
伊
万
里
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
市
民
図
書
館
の

第
１
駐
車
場
に
ツ
ツ
ジ
10
本
を
植

樹
し
ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
結
成

５
周
年
の
際
に
も
ツ
ツ
ジ
を
植
樹

し
、
現
在
ま
で
定
期
的
に
管
理
を

続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
25
日
に

は
児
童
図
書
43
冊
を
寄
贈
。
結
成

10
周
年
の
平
成
25
年
、
館
内
の
イ

ス
ノ
キ
コ
ー
ナ
ー
に
『
い
ま
り
っ

子
文
庫
』
を
開
設
以
来
、
毎
年
寄

贈
し
て
い
ま
す
。
市
民
図
書
館
の

鴻こ
う

上が
み

哲
也
館
長
は
「
子
ど
も
た
ち

の
読
書
意
欲
の
向
上
に
つ
な
げ
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。↑「たくさんの人に図書館の良さを感

じてほしい」と話す会員の皆さん

↑寄贈した吉永会長（右から２人目）
と舛

ますもと

元康浩理事（同３人目）

て
健
康
を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。
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